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P.1-1

§1.　推　　進　　工

鋼製さや管推進工法
泥水式



P.1-2

鋼製さや管推進工法・泥水式

鋼管径400ｍｍ (本管径250ｍｍ) 管推進工数量集計表

種     別 形 状  ･  寸 法 単位
No.1-7～
No.1-6

No.1-7～
No.1-8

合　計 積算数量 摘  要

路線延長 ｍ 35.000 64.000 99.000 99.0

管渠延長 ｍ 33.800 62.950 96.750 96.7

推進延長 ｍ 33.250 62.400 95.650 95.6

土    質 － 中硬岩 中硬岩

推進用鋼管 φ406.4×7.9 ｍ 33.250 62.400 95.650 95.7 L=1.2ｍ/本

硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管 φ250　L=1.20ｍ 本 29 53 82 82

接着受口カラー φ250 個 28 52 80 80

スペーサー φ400-φ250 個 27 52

推　進　工 φ400 ｍ 33.250 62.400 95.650 95.6

本管挿入工 φ250 ｍ 33.800 62.950 96.750 96.7

中詰注入工 ｍ3 2.450 4.350 6.800 6.8

発生土処分 ダンプトラック10ｔ ｍ
3 5.41 10.15 15.56 15.5

φ250 ｍ 0.550 0.550 1.100 1.1 ※労務のみ計上

坑口工 φ400 箇所 2 1 3 3

鏡切り工 ケーシング 箇所 2 1 3 3 L=2.4ｍ/箇所

鏡切り工 ﾗｲﾅｰﾌﾟﾚｰﾄ 箇所 0 0 0 0 L=2.8ｍ/箇所

推進用機器
据付撤去工

φ400 箇所 1 - 1 1 分割

先導体据付工 φ400 台 1 1 2 2 分割

先導体搬出工 φ400 台 1 - 1 1 分割

先導体ﾏﾝﾎｰﾙ
搬出工

φ400 台 - 1 1 1 分割

先導体組立・
整備工

φ400 回 1 1 2 2 分割

推進用機器据換
工

φ400 箇所 - 1 1 1 分割

中詰め注入設備
工

箇所 1 - 1 1

式 1 - 1 1

式 1 - 1 1

ｍ3
※作泥材使用しない
ので計上しない。

送排泥設備

泥水処理設備

泥水処理設備

材
　
　
　
料

泥
水
式
鋼
管
推
進
工

仮
　
設
　
備
　
工

管布設工



P.1-3

No.1-7～No.1-6           

項        目 算       定       式

 鋼製さや管推進工法　泥水式 適用土質：中硬岩

　路線延長 ＝

　管渠延長 L=35.00-0.90/2-1.50/2 ＝

　推進延長 L=35.00-2.00/2-1.50/2 ＝

１．材料

  1) 推進用鋼管 φ406.4×7.9 (STK)

L=33.25 ＝ 33.25 ｍ

  2) 硬質塩化ビニル管 　 L=1.20ｍ/本

 φ250   N= 33.80/1.20 ＝ 29 本

  3)接着受口カラー  φ250

    N＝33.80/1.20 ＝ 28 個

  4) スペーサ φ400-φ250　　N=1個/1.20ｍ

    N＝33.25/1.20 ＝ 27 個

２．泥水式鋼管推進工

  1) 推進工  φ400　[中硬岩]

    L＝ ＝ 33.25 m

  2) 本管挿入工 φ250

    L＝ ＝ 33.80 m

  3) 中詰注入工 SAパウダー

さや管φ400・塩ビ管φ250

    Ｖ＝33.25×（0.406＾2×π/4-0.267＾2×π/4） ＝ 2.45 ｍ32.45 ｍ3

33.25

33.25 ｍ

33.80 ｍ

33.25

33.80

ｍ

29.0

27.0 個

33.25 ｍ

本

28.0 個

数  量

35.00 ｍ

33.80 ｍ



P.1-4

No.1-7～No.1-6           

項        目 算       定       式

  4) 発生土処分 推進機外径Ｄ ＝ ㎜

残土Ｖ ＝ ＾2×π/4× ＝ 5.41 ｍ3

３．仮設備工

  1) 坑口工     N＝2　　φ400 ＝ 2 箇所

  2) 鏡切り工

 φ400㎜ （日推協P.247参照）

  　　ケーシング     L＝2.4ｍ×2箇所 ＝ 4.8 ｍ

 φ400㎜ （日推協P.247参照）

  　　ﾗｲﾅｰﾌﾟﾚｰﾄ     L＝2.8ｍ×0箇所 ＝ ｍ

  3)推進設備等設置撤去 1 式

４．排泥設備工

　

　1）送排泥設備 1 式

５．泥水処理設備工

　

　1）泥水処理設備 1 式

　2）泥水処理 ※作泥材使用しないので計上しない。 ｍ3

６．管布設工

   φ250VU     L＝1.00-0.45+0.75-0.75 ＝ 0.55 m

33.25

455.0

0.4550

2

4.8

0.55 ｍ

5.41 ｍ3

ｍ

ｍ

箇所

数  量



P.1-5

No.1-7～No.1-8           

項        目 算       定       式

 鋼製さや管推進工法　泥水式 適用土質：中硬岩

　路線延長 ＝

　管渠延長 L=64.00-0.90/2-1.20/2 ＝

　推進延長 L=64.00-2.00/2-1.20/2 ＝

１．材料

  1) 推進用鋼管 φ406.4×7.9 (STK)

L=62.40 ＝ 62.40 ｍ

  2) 硬質塩化ビニル管 　 L=1.20ｍ/本

 φ250   N= 62.95/1.20 ＝ 53 本

  3)接着受口カラー  φ250

    N＝62.95/1.20 ＝ 52 個

  4) スペーサ φ400-φ250　　N=1個/1.20ｍ

    N＝62.40/1.20 ＝ 52 個

２．泥水式鋼管推進工

  1) 推進工  φ400　[中硬岩]

    L＝ ＝ 62.40 m

  2) 本管挿入工 φ250

    L＝ ＝ 62.95 m

  3) 中詰注入工 SAパウダー

さや管φ400・塩ビ管φ250

    Ｖ＝62.40×（0.400＾2×π/4-0.267＾2×π/4） ＝ 4.35 ｍ3

数  量

64.00 ｍ

62.95 ｍ

62.40 ｍ

62.40 ｍ

53.0 本

52.0 個

52.0 個

62.40 62.40 ｍ

62.95 62.95 ｍ

4.35 ｍ3



P.1-6

No.1-7～No.1-8           

項        目 算       定       式

  4) 発生土処分 推進機外径Ｄ ＝ ㎜

残土Ｖ ＝ ＾2×π/4× ＝ 10.15 ｍ3

３．仮設備工

  1) 坑口工     N＝1　　φ400 ＝ 1 箇所

  2) 鏡切り工

 φ400㎜ （日推協P.247参照）

  　　ケーシング     L＝2.4ｍ×1箇所 ＝ 2.4 ｍ

 φ400㎜ （日推協P.247参照）

  　　ﾗｲﾅｰﾌﾟﾚｰﾄ     L＝2.8ｍ×0箇所 ＝ ｍ

  3)推進設備等設置撤去 1 式

４．排泥設備工

　

　1）送排泥設備 1 式

５．泥水処理設備工

　

　1）泥水処理設備 1 式

　2）泥水処理 ※作泥材使用しないので計上しない。 ｍ3

６．管布設工

   φ250VU     L＝1.00-0.45+0.60-0.60 ＝ 0.55 m

数  量

455.0

0.4550 62.40 10.15 ｍ3

1 箇所

2.4 ｍ

ｍ

0.55 ｍ



P.2-1

  §2.　立　  坑　  工



　　　　　　立坑築造工(鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ式)数量集計表 P.2-2

種   別 形状･寸法 単位 No.1-6 両到達立坑 No.1-7 両発進立坑 合　計 備　考

形   状 － φ2000

舗装切断工  t=15cm以下 ｍ 付帯工へ計上

舗装壊し工  t=10cm以下 ｍ2 付帯工へ計上

Ａ区分　砂 ｍ3 2.6

Ｂ区分　発生土 ｍ3 11.4

アスファルトガラ ｍ3 0.00×2.35＝0.00ｔ
付帯工へ計上

土　砂 ｍ3

箇所

箇所 1

箇所

ｹｰｼﾝｸﾞ径／厚み mm

箇所

ｍ

仮設ｹｰｼﾝｸﾞ 回

砂質土(N≦30) ｍ

粘性土(N≦5) ｍ

ｹｰｼﾝｸﾞ圧入長
粘性土(5＜N≦30) ｍ

礫質土(N≦30) ｍ

礫質土(30＜N≦50) ｍ

計

ｹｰｼﾝｸﾞ溶接工 箇所

底　盤　工 F30-18-20N ｍ3

ｽﾗｲﾑ処分工 ｍ3

ｹｰｼﾝｸﾞ引抜長 ｍ

ｹｰｼﾝｸﾞ撤去工
切断 ｍ 11.8

ｽｸﾗｯﾌﾟ ｔ 0.01 0.87

人孔部 ｍ3 0.41

嵩上げ工

舗
装
撤
去

土
　
　
工

埋 戻 工

残土処分工

山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
留
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工

路面覆工
円形覆工板設置

円形覆工板撤去

ｹｰｼﾝｸﾞ

機械設置撤去工

刃　　口

先頭ｹｰｼﾝｸﾞ

φ1500：4.7m/箇所
φ2000：6.3m/箇所

付
帯
工

嵩上げｺﾝｸﾘｰﾄ
F18-8-25(20)

本

中間ｹｰｼﾝｸﾞ 本

最終ｹｰｼﾝｸﾞ 本

ｹｰｼﾝｸﾞ長



No.1-6 両到達立坑 P.2-3

項        目 算       定       式

３．山 留 工

  1)ケーシング 呼び径 1500 (t=12)

刃　　口 箇所

先頭ケーシング 　　Ｌ＝ × 1 本 ＝ 本

中間ケーシング 　　Ｌ＝ × 1 本 ＝ 本

最終ケーシング 　　Ｌ＝ × 1 本 ＝ 本

ケーシング長 計 ｍ

仮設ケーシング 　　　Ｌ＝2.00ｍ(損料) 回

  2)圧入掘削積込工

砂質土(N≦30) ＋ ＋ ＝ ｍ

粘性土(N≦5) ＋ ＋ ＝ ｍ

粘性土(5＜N≦30) ＋ ＋ ＝ ｍ

礫質土(N≦30) ＋ ＋ ＝ ｍ

礫質土(30＜N≦50) ＋ ＋ ＝ ｍ

  3)ケーシング溶接工 呼び径 1500 (t=12) 箇所

  (１箇所当り溶接長 m/箇所)  「下歩P.443」

  4)底盤ｺﾝｸﾘｰﾄ打設工 F30-18-20N 「下歩P.446」 ｍ
3

  5)スライム処分工 「下歩P.450」 ｍ
3

  6)ケーシング引上工 呼び径 1500 (t=12) 「下歩P.443」 ｍ

  7)ケーシング撤去工  切断　L＝1.500×π＋1.362×4＝ ｍ

「下歩P.445」

撤去部  ｽｸﾗｯﾌﾟ　t＝0.466t/m×1.362＝

鏡切り部  ｽｸﾗｯﾌﾟ　t＝0.406^2×π/4×1×0.094t/m2＝

 ｽｸﾗｯﾌﾟ　t＝0.000^2×π/4××0.094t/m2＝

 計　t＝ 0.01 ｔ

  8)円形覆工板設置 箇所

  　　　　　・撤去工

  9)機械設置撤去工 箇所

0.012 ｔ

｢ｹｺﾑ工法積算資料P7｣

0.012 ｔ

ｔ

圧入長計 7.538

4.7

ｍ

ｔ

7.538 7.538

2.40 2.40

1.90 1.90

6.70

数  量

2.40 2.40



No.1-6 両到達立坑 P.2-4
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No.1-7 両発進立坑 P.2-5

項        目 算       定       式

φ2000(t=12)　鋼製ケーシング 

１．土  工 ・掘削面積

    Ａ＝2.090^2×π/4＝3.43ｍ2

・掘削深

Ｈ１＝ ｍ（GLより）

  1)舗装切断工  アスファルト舗装

      ｔ＝5cm Ｌ＝(2.000+0.2)tan(22.5°）×8＝7.29 ≒ ｍ

  2)舗装壊し工  アスファルト舗装

      ﾊﾞｯｸﾎｳ0.45ｍ
3 Ａ＝(2.000+0.20)^2×π/4 ＝ ｍ2

  3)残土処分工

   (a)ｱﾙﾌｧﾙﾄｶﾞﾗ Ｖ＝(2.000+0.20)^2×π/4×0.050 ＝ ｍ3

   (b)土  砂 Ｖ＝(7.020-0.05)×3.43-2.66/0.9-11.35/0.9＝ ｍ3

数  量

7.020

ｍ

3.80 ｍ2

ｍ3

ｍ3



No.1-7 両発進立坑 P.2-6

項        目 算       定       式

  4)埋戻し工

   ①Ａ区分（砂埋戻）  底盤から管上10cmまで

 　            　上流管底高　　管径+管厚　  　　立坑底盤高

 埋戻高 Ｈ＝353.125+0.259+0.100－352.370 ＝

・埋戻面積

Ａ＝2.066^2×π/4＝3.35ｍ2

 ［全埋戻し土量］

               埋戻面積   埋戻高

    Ｖ１＝ 3.35×1.114 ＝

 ［控除土量］

・人孔嵩上げコンクリート

    Ｖ２＝ π/4×1.100^2×0.435 ＝

・1号マンホール

    Ｖ３＝ π/4×1.100^2×0.13＋π/4×1.050^2×(1.114－0.130－0.435)

＝

・管渠部

    Ｖ４＝ 0.267^2×π/4×0.475 ＝

    Ｖ５＝ 0.267^2×π/4×0.475 ＝

 ［埋戻し土量Ｖ］

    Ｖ＝Ｖ１－（Ｖ２＋Ｖ３＋Ｖ４＋Ｖ５）

　　　＝3.73－(0.41＋0.60＋0.03＋0.03)

＝ 2.6 ｍ3

数  量

1.114 ｍ

3.73 ｍ3

0.41 ｍ3

0.60 ｍ3

0.03 ｍ3

0.03 ｍ3

2.66 ｍ3



No.1-7 両発進立坑 P.2-7

項        目 算       定       式

   ②Ｂ区分（発生土） 管上10cmから路盤下まで

                  立坑深    Ａ区分高 

 埋戻高 Ｈ＝6.020－1.114－0.350 ＝

 ［全埋戻し土量］

             　埋戻面積   埋戻高

    Ｖ１＝ 3.35×4.556 ＝

 ［控除土量］

・１号マンホール

    Ｖ２＝ π/4×1.050^2×(4.556－0.310)＋π/4×0.970^2×0.310

＝

 ［埋戻し土量Ｖ］

    Ｖ＝Ｖ１－Ｖ２

　　　＝15.26－3.91 ＝ 11.4 ｍ
3

50

150

150

２．人孔嵩上げ工

嵩上げコンクリート     Ｖ＝π/4×1.100^2×0.435 ＝ 0.41 ｍ
3

F18-8-25(20)BB

数  量

4.556 ｍ

15.26 ｍ3

3.91 ｍ3

11.35 ｍ3

210

舗
装

φ0.82 350

6
6
0

平均φ0.97

発
生

土
埋

戻

φ1.05 450 310

0.41 ｍ
3



No.1-7 両発進立坑 P.2-8

項        目 算       定       式

３．山 留 工

  1)ケーシング 呼び径 2000 (t=12)

刃　　口 箇所

先頭ケーシング 　　Ｌ＝ × 1 本 ＝ 本

中間ケーシング 　　Ｌ＝ × 1 本 ＝ 本

最終ケーシング 　　Ｌ＝ × 1 本 ＝ 本

ケーシング長 計 ｍ

仮設ケーシング 　　　Ｌ＝2.00ｍ(損料) 回

  2)圧入掘削積込工

砂質土(N≦30) ＋ ＋ ＝ ｍ

粘性土(N≦5) ＋ ＋ ＝ ｍ

粘性土(5＜N≦30) ＋ ＋ ＝ ｍ

礫質土(N≦30) ＋ ＋ ＝ ｍ

礫質土(30＜N≦50) ＋ ＋ ＝ ｍ

  3)ケーシング溶接工 呼び径 2000 (t=12) 箇所

  (１箇所当り溶接長 m/箇所)  「下歩P.443」

  4)底盤ｺﾝｸﾘｰﾄ打設工 F30-18-20N  「下歩P.446」 ｍ
3

  5)スライム処分工 「下歩P.450」 ｍ
3

  6)ケーシング引上工 呼び径 2000 (t=12) 「下歩P.443」 ｍ

  7)ケーシング撤去工  切断　L＝2.000×π＋1.380×4＝ 11.8 ｍ

「下歩P.445」

撤去部  ｽｸﾗｯﾌﾟ　t＝0.615t/m×1.380＝

鏡切り部  ｽｸﾗｯﾌﾟ　t＝0.406^2×π/4×2×0.094t/m2＝

 ｽｸﾗｯﾌﾟ　t＝0.000^2×π/4××0.094t/m2＝

 計　t＝ 0.87 ｔ

  8)円形覆工板設置 1 箇所

  　　　　　・撤去工

  9)機械設置撤去工 箇所

数  量

2.40 2.40

2.40 2.40

1.40 1.40

6.20

7.020 7.020

圧入長計 7.020

6.3

11.80 ｍ

0.849 ｔ ｢ｹｺﾑ工法積算資料P7｣

0.024 ｔ

ｔ

0.873 ｔ



No.1-7 両発進立坑 P.2-9

根　　　　　拠　　　　　図
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  §3.　人　　孔　　工



P.3-2

  §3-1.　1号組立マンホール



組　立　式　１　号　マ　ン　ホ　ー　ル　集　計　表

名　　称 材　料　寸　法　・　断　面 単　位 計　算　値 設　計　値 摘　　　要

鉄 蓋　（Ｔ－25） ﾛｯｸ付転落防止梯子付蓋（耐スリップ用） 組 車道（幅員5.5m以上）

鉄 蓋　（Ｔ－14） ﾛｯｸ付転落防止梯子付蓋（耐スリップ用） 組 1 1 歩道，車道（幅員5.5m未満）

鉄 蓋　（Ｔ－14） 樹脂製転落防止付蓋（歩道部・人孔深2.0m未満） 組 歩道

調整金具 t=  25㎜ 個 1 1

調整金具 t=  45㎜ 個

t=  50㎜ 個

調 整 リ ン グ t= 100㎜ 個 1 1

t= 150㎜ 個

斜 壁 ブ ロ ッ ク t= 300㎜ 個

t= 450㎜ 個 1 1

t= 600㎜ 個

直 壁 ブ ロ ッ ク t= 300㎜ 個

t= 600㎜ 個 1 1

t= 600㎜　 踊り場 個

t= 900㎜ 個

t= 1200㎜ 個

t= 1500㎜ 個

t= 1800㎜ 個 2 2

P
.3

-
3



組　立　式　１　号　マ　ン　ホ　ー　ル　集　計　表

名　　称 材　料　寸　法　・　断　面 単　位 計　算　値 設　計　値 摘　　　要

躯 体 ブ ロ ッ ク t= 600㎜ 個 1 1 深型

t= 900㎜ 個

t= 1200㎜ 個

t= 1500㎜ 個

t= 1800㎜ 個

標準 個

深型 個 1 1

塩ビ管φ150（1号） 箇所

削　孔 塩ビ管φ200（1号） 箇所

塩ビ管φ250（1号） 箇所 1 1

標準 箇所

底 部 工 標準（インバートなし） 箇所

標準（立坑） 箇所 1 1

ブ ロ ッ ク 据 付 3.01m～4.00m 箇所

4.01m～54.00m 箇所

5.01m～6.00m 箇所 1 1

底 版 ブ ロ ッ ク

P
.3

-
4



組　立　式　１　号　マ　ン　ホ　ー　ル　集　計　表

名　　称 材　料　寸　法　・　断　面 単　位 計　算　値 設　計　値 摘　　　要

ﾏﾝﾎｰﾙ用可とう継手 φ150　(VU) 個

φ200　(VU) 個

φ250　(VU) 個 2 2 推進用（ケーシング用）

底部工（立坑） １ 箇 所 当 り

コ ン ク リ ー ト 18-8-25　小型 ｍ
3

0.17 0.17

モ ル タ ル 上 塗 工 （1:2） ㎡ 0.76 0.76

P
.3

-
5



組立式１号マンホール数量計算書 13 13 15

マ　ン マ　ン ブ　ロ 流　　出　　管 流　　入　　管 副　　　管 調 ブ　　　ロ　　　ッ　　　ク　　　類 蓋 蓋 蓋 削　孔

ホール ホール ッ　ク 管 管 管 管 落 管 管 落 整 底 版 躯 体 ブ ロ ッ ク 直　　　　壁 斜　　壁 調整リング 調整金具 T14 T14 T25 150 200 250

番　号 深 組立高 種 径 種

No. ｍ ｍ ｍ mm ｍ mm mm mm mm mm 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 組 組 組 箇所 箇所 箇所 200 250

深 推

5.290 5.590 353.105 VU 250 353.125 VU 250 20 1 1 1 2 1 1 1 1 1 2 1

～ 4.0m 箇所 標準 箇所 外副A 箇所

～5.0m 箇所
標準

ｲﾝﾊﾞｰﾄ無 箇所 計画 箇所

小 計 ～6.0m 1 箇所
標準

立坑 1 箇所 完成 箇所 1 1 1 2 1 1 1 1 1 2 1

1-7

5 10
管底高 管底高

150径 60 90 120 150 180 1530 S60180差 種 径 差 高 P 深P 120 TP6060 90

鉄蓋有効高=11cm

25 45 2以下 2以上

底 部 工

VU VU

可
と
う
継
手VU

標
準

標
準

標
準

イン
無

車道

P
.3

-
6

立坑
30 45

副
　
管

底
部
工



平　面　図 1 管径 250 ㎜

インバートコンクリート

0.90
2

× π／4 × 0.295

上塗りモルタル － 0.25
2
× π／4 × 1/2 × 0.90 ＝ 0.17 ｍ3

ｲﾝﾊﾞｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ モルタル上塗り工

断　面　図 0.90
2

× π／4 － 0.25 × 0.90

325 325 ＋ 0.25 × π／2 × 0.90 ＝ 0.76 ㎡

上塗りモルタル

砕石基礎 （立坑部は計上しない）

ｲﾝﾊﾞｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ
1.10

2
× π／4 × 0.200 ＝ 0.19 ｍ3

1
2
5

1.10
2

× π／4 ＝ 0.95 ㎡

1
7
0

2
0
0

砕石基礎

250

900

1100

2
9
5

1
3
0

P
.3
-
7

9
0
0

1
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0

1
1
0
0

号人孔数量計算書（標準部・立坑部）
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 §4.　薬　　注　　工



P.4-2

薬　液　注　入　工　数　量　集　計　表

単 №1-6 №1-7 №1-7

項　　目 種　　別 位 坑口部(下流) 坑口部(上流) 坑口部(下流)

削孔長 粘性土 m 7.261 6.343 6.363

砂質土 m － － －

レキ質土 m － － －

合計 m 7.261 6.343 6.363

注入長 m 2.906 2.906 2.906

引き抜き長 m 4.355 3.437 3.457

注入対象土量 m3 13.16 12.81 12.81

注入本数 本 5 5 5

注入量 kl 3.554 3.459 3.459

1本当り
注入量 ㍑ 711 692 692

注入材 縣濁形 kl 3.554 3.459 3.459

(1本当り) ㍑ 711 692 692

溶液形 kl 0 0 0

(1本当り) ㍑ 0 0 0



P.4-3

項   目

薬液注入工     No.1-6 両到達立坑坑口(下流側)改良工

削孔長 粘性土 7.261 ＝7.261 7.261 m

砂質土 － m

レキ質土 － m

合計 ＝7.261 7.261 m

注入長 ＝2.906 2.906 m

引き抜き長 7.261 －　2.906 ＝4.355 4.355 m

注入対象土量 面積 ＝4.529

V= 4.529 ×　2.906 ＝13.16 13.16 m3

注入本数 4.529 ÷1.00 (m2/本) ＝4.53 5 本

－別冊　参考資料－

懸濁型 P.18

注入率 粘性土 注入率：27.0% N値＝4～8
注入高＝2.906+0.000=2.906m

砂質土 注入率：35.00% N値＝0～10
注入高＝0.000+0.000=0.000m

礫質土 注入率：35.00% N値＝10～30
注入高＝0.000+0.000=0.000m

注入量 粘性土 2.906 × 4.529　　× 27.0% 3.554 kl
砂質土 0.000 × 4.529　　× 35.0% 0.000 kl
礫質土 0.000 × 4.529　　× 35.0% 0.000 kl

合計 3.554 kl

１本当り注入量 N= 3.554×1000÷5＝ ＝710.8 711 l

2.406×2.295-1.590^2×π/4/2

算　　定　　式 数　量
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根　　拠　　図

No.1-6 両到達立坑坑口改良工
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項   目

薬液注入工     No.1-7 両発進立坑坑口(上流側)改良工

削孔長 粘性土 6.343 ＝6.343 6.343 m

砂質土 － m

レキ質土 － m

合計 ＝6.343 6.343 m

注入長 ＝2.906 2.906 m

引き抜き長 6.343 －　2.906 ＝3.437 3.437 m

注入対象土量 面積 ＝4.408

V= 4.408 ×　2.906 ＝12.81 12.81 m3

注入本数 4.408 ÷1.00 (m2/本) ＝4.41 5 本

－別冊　参考資料－

懸濁型 P.18

注入率 粘性土 注入率：27.0% N値＝4～8
注入高＝2.906+0.000=2.906m

砂質土 注入率：35.00% N値＝0～10
注入高＝0.000+0.000=0.000m

礫質土 注入率：35.00% N値＝10～30
注入高＝0.000+0.000=0.000m

注入量 粘性土 2.906 × 4.408　　× 27.0% 3.459 kl
砂質土 0.000 × 4.408　　× 35.0% 0.000 kl
礫質土 0.000 × 4.408　　× 35.0% 0.000 kl

合計 3.459 kl

１本当り注入量 N= 3.459×1000÷5＝ ＝691.8 692 l

2.406×2.545-2.090^2×π/4/2

算　　定　　式 数　量
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根　　拠　　図

No.1-7 両発進立坑坑口改良工
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項   目

薬液注入工     No.1-7 両発進立坑坑口(下流側)改良工

削孔長 粘性土 6.363 ＝6.363 6.363 m

砂質土 － m

レキ質土 － m

合計 ＝6.363 6.363 m

注入長 ＝2.906 2.906 m

引き抜き長 6.363 －　2.906 ＝3.457 3.457 m

注入対象土量 面積 ＝4.408

V= 4.408 ×　2.906 ＝12.81 12.81 m3

注入本数 4.408 ÷1.00 (m2/本) ＝4.41 5 本

－別冊　参考資料－

懸濁型 P.18

注入率 粘性土 注入率：27.0% N値＝4～8
注入高＝2.906+0.000=2.906m

砂質土 注入率：35.00% N値＝0～10
注入高＝0.000+0.000=0.000m

礫質土 注入率：35.00% N値＝10～30
注入高＝0.000+0.000=0.000m

注入量 粘性土 2.906 × 4.408　　× 27.0% 3.459 kl
砂質土 0.000 × 4.408　　× 35.0% 0.000 kl
礫質土 0.000 × 4.408　　× 35.0% 0.000 kl

合計 3.459 kl

１本当り注入量 N= 3.459×1000÷5＝ ＝691.8 692 l

算　　定　　式 数　量

2.406×2.545-2.090^2×π/4/2
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根　　拠　　図

No.1-7 両発進立坑坑口改良工
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§5.　付　　帯　　工
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付　帯　工　数　量　集　計　表
№1-7

(両発進)

立坑形状 － φ2000

舗装タイプ － 市道As舗装（35型）

舗装撤去工

ｍ -

ｍ2 -

ｍ3 -

ｔ -

ｍ2 3.2 3.2 3

ｍ2 3.2 3.2 3

ｍ2 2.8 2.8 3

ｍ

ｍ2

ｍ3

ｔ

ｍ2

ガラ処分

上層路盤工

t=15cm以下

舗装本復旧工

舗装切断

舗装版破砕 t=10cm以下

ガラ運搬

表層工
再生密粒度As
t=5cm

ガラ運搬

ガラ処分

再生粗粒度As
t=3cm

RC-40
t=20cm

M-30
t=17cm

表層工

下層路盤工

舗装仮復旧工

種   別

舗装版破砕 t=10cm以下

数量形状･寸法 単位

t=15cm以下舗装切断

合計
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№1-7 両発進立坑

項        目 算       定       式

１．舗装撤去工 舗装ﾀｲﾌﾟ； 市道As舗装（35型）

舗装切断 立坑数量より - ｍ

舗装版破砕 立坑数量より - ｍ2

ガラ運搬 立坑数量より - ｍ3

ガラ処分 立坑数量より - ｔ

2.舗装仮復旧工

表層工 　再生粗粒度As , ｔ＝3cm
鉄蓋径

m2 －0.82
2
×π/4 ＝ 3.2 ｍ2

上層路盤工 　M-30,ｔ＝17cm

m2 －0.82
2
×π/4 ＝ 3.2 ｍ2

下層路盤工 　RC-40,ｔ＝15cm

2.090^2×π/4 m2

－(0.82^2＋0.892^2)/2×π/4 ＝ 2.8 ｍ2

    ［上径＝1.05－(1.05－0.82)/0.45×0.310＝0.892］

As 30

1
4
0

##

発
生

土
埋

戻

3
1
0

　A＝

舗
装

210 2
1
0M-40 170 350

RC-40 150

2.85 ｍ2

　A＝ 3.80 3.27 ｍ2

数  量

　A＝ 3.80 3.27 ｍ2

450
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§6.　観　測　井　戸　工
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単 №1-6 №1-7

項　　目 種　　別 位 立坑部 立坑部

設置箇所 箇所 1 1 2

ｍ 8.26 7.36 15.62

粘性土 ｍ 8.26 7.36 15.62

〃 砂質土 ｍ 0.00 0.00 0.00

礫質土 ｍ 0.00 0.00 0.00

〃 合計 ｍ 8.26 7.36 15.62

観　測　井　戸　設　置　数　量　集　計　表

機　械
ボーリング工

観測井戸
設置工

合計
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種　　別

①観測井戸設置工 日本グラウト協会発行  設計資料  観測井戸の設置より、

観測井戸の設置位置は、注入下部＋1.00mとする。

【№1-6立坑部】

観測井戸設置工 Ｌ ＝ 薬液注入長 ＋ 1.00m

＝ 7.261 + 1.000 ＝ 8.261 8.26 ｍ

機械ボーリング工 1)粘性土

Ｌ ＝ 8.261 ＝ 8.261 8.26 ｍ

2)砂質土

Ｌ ＝ ＝ 0.000 0.00 ｍ

3)礫質土

Ｌ ＝ ＝ 0.000 0.00 ｍ

算　　　　　　　定　　　　　　　式 数　　量

▽352.952

別途工事
今回工事
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26
1

1
00
0

82
6
1

5

5

7

6

9

礫 

混 

り 
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土

358.54

1500

2
90
6

40
6

1
0
00

1
5
00

4
35
5

薬液注入工法

二重管ストレーナ工法（単相式）

薬液注入工法

二重管ストレーナ工法（単相式）

43
0
5

1
50
0

1
00
0

29
06

1500

▽352.279

粘
性
土
 
72
11

粘
性
土
 
8
26
1

▽359.49

▽353.357

4
0
6

▽353.307

▽355.185 ▽355.135

▽352.229

一般構造用炭素鋼鋼管φ400一般構造用炭素鋼鋼管φ400

11 4

2.32
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種　　別

①観測井戸設置工 日本グラウト協会発行  設計資料  観測井戸の設置より、

観測井戸の設置位置は、注入下部＋1.00mとする。

【№1-7立坑部】

観測井戸設置工 Ｌ ＝ 薬液注入長 ＋ 1.00m

＝ 6.363 + 1.000 ＝ 7.363 7.36 ｍ

機械ボーリング工 1)粘性土

Ｌ ＝ 7.363 ＝ 7.363 7.36 ｍ

2)砂質土

Ｌ ＝ ＝ 0.000 0.00 ｍ

3)礫質土

Ｌ ＝ ＝ 0.000 0.00 ｍ

算　　　　　　　定　　　　　　　式 数　　量

5

5

7

6

9

礫 

混 

り 

粘 

土

358.54

6
3
63

1
0
00

7
3
63

1500

▽353.105

2
90
6

40
6

1
00
0

1
5
0
0

3
45
7

薬液注入工法

二重管ストレーナ工法（単相式）

▽353.125

薬液注入工法

二重管ストレーナ工法（単相式）

3
43
7

1
5
00

1
00
0

4
0
629
0
6

1500

▽354.953

▽352.047

粘
性
土
 
63
4
3

粘
性
土
 
7
36
3

▽358.39

11

▽354.933

▽352.027

一般構造用炭素鋼鋼管φ400 一般構造用炭素鋼鋼管φ400

▽352.370

今回工事 今回工事
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0 5030 4010
Ｎ値
20
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+3
58
.5
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m

de
p 
= 
6.4

5 
mH2
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Bo
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No
.1

表土
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§7.　積　　算　　根　　拠
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積　算　根　拠　書　（推進部）
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１．　工　事　工　程　表
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１．No.1-6両到達立坑 鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ方式 (φ1500) 27.6 (17.25)

　薬液注入工 0.60 1.0 28.6 (17.85)

２．No.1-7両発進立坑 鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ方式 (φ2000) 0.0 (0.00)

　薬注注入工 養生 1.12 1.8 1.8 (1.12)

　準備工 6.00 9.6 11.4 (7.12)

　推進工 No.1-7　→　No.1-6（φ400） 10.73 17.2 28.6 (17.85)

　本管挿入工 No.1-7　→　No.1-6（φ250） 2.32 3.7 32.3 (20.17)

　中込め注入工 No.1-7　→　No.1-6 0.34 0.5 32.8 (20.51)

　方向転換 4.00 6.4 39.2 (24.51)

　推進工 No.1-7　→　No.1-8（φ400） 20.13 32.2 71.4 (44.64)

　本管挿入工 No.1-7　→　No.1-8（φ250） 4.31 6.9 78.3 (48.95)

　中込め注入工 No.1-7　→　No.1-8 0.60 1.0 79.3 (49.55)

　後片付 4.00 6.4 85.7 (53.55)

　人孔築造 1号　ｈ＝5.29ｍ 0.38 3.6 89.3 (53.93)

　埋戻し工 0.39 0.6 89.9 (54.32)

　円形覆工板撤去工 0.04 0.1 90.0 (54.36)

　舗装仮復旧工 0.04 0.1 90.1 (54.40)

日　数　計　算

【賃料計算】

＜No1-6両到達立坑＞ 円形覆工板 28.6 - 27.6 + - ＝ 5 + /　2 + 1.0 + /　2 + ＝ → 6 日 ( 0.2 ヶ月 ） ※ 3ヶ月未満

＜No1-7両発進立坑＞ 円形覆工板 90.0 - 0.0 + - ＝ 5 + /　2 + 90.0 + 0.1 /　2 + ＝ → 96 日 ( 3.2 ヶ月 ） ※ 6ヶ月未満

【交通整理員】

＜No1-6両到達立坑＞ 17.85 - 17.25 + - ＝ → 日

＜No1-7両発進立坑＞ 54.40 - 0.00 + - ＝ → 日55実日数 54.40

20

在場期間

実日数

90.0
61.0

95.05

0.60 1

2ヶ月 3ヶ月
90

工          種 項     目 実 供
10 100

推　　進　　工　　事　　工　　程　　表　　（　鋼製さや管推進工法泥水式　）　

50
1ヶ月

806030 40 11070

在場期間
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２．　所用日数算定根拠
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No.1-6　両到達立坑 (φ1500) 工程計算表 1/1

工   種 種   別 実日数 供用日数 摘   要

舗装切断 ｍ 230 ｍ/日
Ⅰ-14-①-105

15cm以下

舗装版破砕
ｱｽﾌｧﾙﾄ ｍ2 510 ｍ2/日

Ⅰ-14-①-104
15cm以下

円形覆工板設置工 φ1500mm 箇所 0.04 日/箇所 × 1.6 下歩P.451

砂質土(N≦30) ｍ 7.22 ｍ/日
下歩P.442

6.5/0.9=7.22

粘性土(N≦5) ｍ 8.13 ｍ/日
下歩P.442

6.5/0.8=8.13

粘性土(5＜N≦30) ｍ 8.13 ｍ/日
下歩P.442

6.5/0.8=8.13

礫質土(N≦30) ｍ 6.50 ｍ/日
下歩P.442

6.5/1.0=6.50

礫質土(30＜N≦50) ｍ 6.50 ｍ/日
下歩P.442

6.5/1.0=6.50

ｹｰｼﾝｸﾞ溶接工 ｍ 66.67 ｍ/日
下歩P.443

10.0/0.15=66.67

ｹｰｼﾝｸﾞ引上工 ｍ 16.13 ｍ/日
下歩P.443

10.0/0.62=16.13

立坑基礎工
底盤ｺﾝｸﾘｰﾄ ｍ3 38.46 ｍ3/日 × 1.6

下歩P.446
10.0/0.26=38.46

養生
養生

計

薬液注入工 到達・坑口　上流部 本 本/日 別紙積算根拠

到達・坑口　下流部 5 本 8.3 本/日 0.60 別紙積算根拠

× 1.6 1.0

圧入掘削積込工

× 1.6

1.6

0.60

数  量
１日当たり

施工量

舗装撤去 ×
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No.1-7　両発進立坑 (φ2000) 工程計算表 1/2

工   種 種   別 実日数 供用日数 摘   要

舗装切断 ｍ 230 ｍ/日
Ⅰ-14-①-104

15cm以下

舗装版破砕
ｱｽﾌｧﾙﾄ ｍ2 510 ｍ2/日

Ⅰ-14-①-103
15cm以下

円形覆工板設置工 φ2000mm 箇所 0.04 日/箇所 × 1.6 下歩P.451

砂質土(N≦30) ｍ 7.22 ｍ/日
下歩P.442

6.5/0.9=7.22

粘性土(N≦5) ｍ 8.13 ｍ/日
下歩P.442

6.5/0.8=8.13

粘性土(5＜N≦30) ｍ 8.13 ｍ/日
下歩P.442

6.5/0.8=8.13

礫質土(N≦30) ｍ 6.50 ｍ/日
下歩P.442

6.5/1.0=6.50

礫質土(30＜N≦50) ｍ 6.50 ｍ/日
下歩P.442

6.5/1.0=6.50

ｹｰｼﾝｸﾞ溶接工 ｍ 66.67 ｍ/日
下歩P.443

10.0/0.15=66.67

ｹｰｼﾝｸﾞ引上工 ｍ 16.13 ｍ/日
下歩P.443

10.0/0.62=16.13

立坑基礎工
底盤ｺﾝｸﾘｰﾄ ｍ3 38.46 ｍ3/日 × 1.6

下歩P.446
10.0/0.26=38.46

養生
養生

計

薬液注入工 到達・坑口　上流部 5 本 8.9 本/日 0.56 別紙積算根拠

到達・坑口　下流部 5 本 8.9 本/日 0.56 別紙積算根拠

準備工 × 1.6 日推協P274

推進工
φ400 L=1.2m

1-7→1-6 33.25 ｍ 3.1 ｍ/日 × 1.6 日推協P224

本管挿入工
φ250 L=1.2m

1-7→1-6 33.80 ｍ 14.6 ｍ/日 × 1.6 日推協P226

中込め注入工 1-7→1-6 2.45 ｍ3 7.2 ｍ3/日 × 1.6 日推協P243

方向転換 × 1.6 日推協P274

推進工
φ400 L=1.2m

1-7→1-8 62.40 ｍ 3.1 ｍ/日 × 1.6 日推協P224

本管挿入工
φ250 L=1.2m

1-7→1-8 62.95 ｍ 14.6 ｍ/日 × 1.6 日推協P226

中込め注入工 1-7→1-8 4.35 ｍ3 7.2 ｍ3/日 × 1.6 日推協P243

後片付 × 1.6 日推協P274

0.60 1.0

4.00 6.4

数  量
１日当たり

施工量

舗装撤去 × 1.6

圧入掘削積込工

× 1.6

1.12 × 1.6 1.8

6.00 9.6

10.73 17.2

2.32 3.7

0.34 0.5

4.00 6.4

20.13 32.2

4.31 6.9
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No.1-7　両発進立坑 (φ2000) 工程計算表 2/2

工   種 種   別 実日数 供用日数 摘   要

嵩上げｺﾝｸﾘｰﾄ打設 0.41 ｍ3 4 ｍ3/日 × 1.6 Ⅰ-14-①-53

養生

1号 h=5.29　 1箇所 3.57 箇所/日 × 1.6
参考資料P.20

1/(0.25+0.03)=3.57箇所

計

Ａ区分　砂 2.6 ｍ3 36 ｍ3/日 0.07 Ⅰ-14-①-17

Ｂ区分　発生土 11.4 ｍ3 36 ｍ3/日 0.32 Ⅰ-14-①-17

円形覆工板撤去工 φ2000mm 1箇所 0.04 日/箇所 × 1.6 下歩P.451

下層路盤工
ＲC-40 t＝15cm

2.8 ｍ2 268 ｍ2/日 0.01 Ⅰ-14-①-92

舗装仮復旧工
上層路盤工

M-30 t＝17cm
3.2 ｍ2 134 ｍ2/日 0.02 0.04 × 1.6 Ⅰ-14-①-92

表層工（再生粗粒度）
t＝3cm

3.2 ｍ2 250 ｍ2/日 0.01 Ⅰ-14-①-93

数  量
１日当たり

施工量

埋 戻 し 工 0.39 × 1.6 0.6

人孔築造

0.10 0.2

3.0

0.28 0.4

0.38

0.1

0.04 0.1

3.6
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3．　運　　　搬　　　費
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　　　（単位： ｔ ）

工　　　種 鋼　材　仕　様 単位 往路重量 復路重量 備　　　考

路面覆工板

NO.1-7 両発進立坑
φ2000

t 1.160

合　計 t 0.000 1.160

　　　　　鋼材運搬集計表
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5．　　　事業損失防止費
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採水回数の算出　（現場）

①工事着手前 1回／孔

②工事中 1日に1回以上／孔

③工事終了後 2週間経過するまで　1日1回以上／孔

2週間経過後半年経過迄　　月2回以上／孔

地盤改良工(工事中)
　　No.1-6 0.6 ＝　0.6 → 1.0 日
　　No.1-7 0.6 +　0.6 ＝　1.2 → 2.0 日

採　　　　　水　　　　　回　　　　　数

場所
工事
着手前

工事中
(薬注工)

薬注終了
～2週間

2週間経過
後半年

備　考　(2週間経過後～半年経過迄)

　　No.1-6 1 1 14 12 180日÷(30日/2回)＝ 12

　　No.1-7 1 2 14 12 180日÷(30日/2回)＝ 12

計 2 3 28 24

合計 57 回
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6．　薬 液 注 入 工 積 算 根 拠



単 №1-6 №1-7 №1-7
項　　目 種　　別 位 坑口部(下流) 坑口部(上流) 坑口部(下流) 合計

注入設備据付解体 日 0.6 0.6 0.6 1.8

P
.
7
-
1
6

薬　液　注　入　工　数　量　集　計　表



薬　液　注　入　工 （二重管ストレーナ工法）単相式 （ 管径φ 250 ㎜ ）

No.1-6 下流坑口
[ Ｈ28-Bor.No.1 ]   [ １ ]  １本当り施工時間

１．薬液注入工 Ｔs ＝ Ｔ1 ＋ Ｔ2 ＋ Ｔ3 ＋ Ｔ4
　  ＝ 14.00 + 29.04 + 39.50 + 8.71

土 質 デ ー タ ② ＝ 91.25 （分／本）

層番号 土質種別 層　厚 Ｎ 値 注入部

第１層 粘性土 4.355 ( 1 ) 機械準備時間

第２層 粘性土 2.906 6 ※※※※※ Ｔ1 ＝ 14.00 （分／本）

第３層

第４層  ※ 土質別削孔延長 ( 2 ) 削孔時間

第５層 Ｔ2 ＝ Σ（γ１×Ｌ）

第６層 粘性土 ＝ 7.261 m

第７層 砂質土 ＝ 0.000 m 粘性土 ＝  7.261 × 4 ＝ 29.04

第８層 砂礫土 ＝ 0.000 m 砂質土 ＝  0.000 × 5 ＝ 0.00

第９層 計(Σιo) 7.261 m 砂礫土 ＝  0.000 × 8 ＝ 0.00

第10層

第11層 Ｔ2 ＝ 29.04 （分／本）

第12層  ※ １本当り注入量 ：Ｑs

第13層 ( 3 ) 注入時間

第14層     Ｑs ＝ 0.711 (kl/本) Ｔ3 ＝  Ｑs ÷ ｑs

第15層 ＝  711 ÷ 18

第16層 ＝ 39.5 （分／本）

第17層 　※ 注入本数

第18層 ( 4 ) 土被り引抜時間

第19層    　n = 5.00（ 本 ） Ｔ４＝ γ2 × Ｌ2

第20層 ＝  2.000 × 4.355

計 ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ長 7.261 注入長 2.906 ＝ 8.71 （分／本）

１） 薬液注入量 注入面積     A = 4.53 ( ㎡ ) 注入本数   n = 5（ 本 ） ←  n = A/1.0 土被り長   L2 = 4.355 ( m )

間隙率 注入面積 注入高 対称土量 注入充填率ａ（％） 注入量（K1）

土質 平均Ｎ値 ① ② ③ ④=②*③ ⑤ ⑥ ①*④*⑤ ①*④*⑥

（％） （ m
2
 ) L（m/本） V（ m

3
 ） 溶液形 懸濁形 溶液形 懸濁形   [ ２ ]  注入材料使用量

0～4 70 55 50

粘性土 4～8 60 4.529 2.906 13.161 50 45 3.553 １本当り注入量　：　Ｑs

8～15 50 30 25     Ｑs ＝ ( Ｖ×1000 )／n

0～10 50 80 70     　  ＝ ( 3.553 × 1000 )／ 5.00

砂質土 10～30 40 80 70     　  ＝     710.6 （ l／本）

30以上 30 70 60

10～30 50 80 70

礫質土 30～50 35 80 70

50以上 25 80 70

計 2.906 13.161 3.553

[ ３ ]  １日当り施工本数 [ ４ ]  施 工 日 数

   ２セット    ２ｾｯﾄ実日数

Ｎ ＝ 60*Ｈ*2/Ｔs ＝ 60×6.3×2／ 91.25 = 8.3（本／日）H=標準時間は6.3時間 ＝ 5.00 / 8.30 ＝ 0.6 日

   ２セット    ２ｾｯﾄ実日数

Ｎ ＝ 60*Ｈ*2/Ｔs ＝ 60×6.3×2／ 91.25 = 8.3（本／日） ＝ 5.00 / 8.30 ＝ 0.6 日 計算書番号 ①
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薬　液　注　入　工 （二重管ストレーナ工法）単相式 （ 管径φ 250 ㎜ ）

No.1-7 上流坑口
[ Ｈ28-Bor.No.1 ]   [ １ ]  １本当り施工時間

１．薬液注入工 Ｔs ＝ Ｔ1 ＋ Ｔ2 ＋ Ｔ3 ＋ Ｔ4
　  ＝ 14.00 + 25.37 + 38.44 + 6.87

土 質 デ ー タ ② ＝ 84.68 （分／本）

層番号 土質種別 層　厚 Ｎ 値 注入部

第１層 粘性土 3.437 ( 1 ) 機械準備時間

第２層 粘性土 2.906 6 ※※※※※ Ｔ1 ＝ 14.00 （分／本）

第３層

第４層  ※ 土質別削孔延長 ( 2 ) 削孔時間

第５層 Ｔ2 ＝ Σ（γ１×Ｌ）

第６層 粘性土 ＝ 6.343 m

第７層 砂質土 ＝ 0.000 m 粘性土 ＝  6.343 × 4 ＝ 25.37

第８層 砂礫土 ＝ 0.000 m 砂質土 ＝  0.000 × 5 ＝ 0.00

第９層 計(Σιo) 6.343 m 砂礫土 ＝  0.000 × 8 ＝ 0.00

第10層

第11層 Ｔ2 ＝ 25.37 （分／本）

第12層  ※ １本当り注入量 ：Ｑs

第13層 ( 3 ) 注入時間

第14層     Ｑs ＝ 0.692 (kl/本) Ｔ3 ＝  Ｑs ÷ ｑs

第15層 ＝  692 ÷ 18

第16層 ＝ 38.44 （分／本）

第17層 　※ 注入本数

第18層 ( 4 ) 土被り引抜時間

第19層    　n = 5.00（ 本 ） Ｔ４＝ γ2 × Ｌ2

第20層 ＝  2.000 × 3.437

計 ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ長 6.343 注入長 2.906 ＝ 6.87 （分／本）

１） 薬液注入量 注入面積     A = 4.41 ( ㎡ ) 注入本数   n = 5（ 本 ） ←  n = A/1.0 土被り長   L2 = 3.437 ( m )

間隙率 注入面積 注入高 対称土量 注入充填率ａ（％） 注入量（K1）

土質 平均Ｎ値 ① ② ③ ④=②*③ ⑤ ⑥ ①*④*⑤ ①*④*⑥

（％） （ m
2
 ) L（m/本） V（ m

3
 ） 溶液形 懸濁形 溶液形 懸濁形   [ ２ ]  注入材料使用量

0～4 70 55 50

粘性土 4～8 60 4.408 2.906 12.810 50 45 3.459 １本当り注入量　：　Ｑs

8～15 50 30 25     Ｑs ＝ ( Ｖ×1000 )／n

0～10 50 80 70     　  ＝ ( 3.459 × 1000 )／ 5.00

砂質土 10～30 40 80 70     　  ＝     691.8 （ l／本）

30以上 30 70 60

10～30 50 80 70

礫質土 30～50 35 80 70

50以上 25 80 70

計 2.906 12.810 3.459

[ ３ ]  １日当り施工本数 [ ４ ]  施 工 日 数

   ２セット    ２ｾｯﾄ実日数

Ｎ ＝ 60*Ｈ*2/Ｔs ＝ 60×6.3×2／ 84.68 = 8.9（本／日）H=標準時間は6.3時間 ＝ 5.00 / 8.90 ＝ 0.6 日

   ２セット    ２ｾｯﾄ実日数

Ｎ ＝ 60*Ｈ*2/Ｔs ＝ 60×6.3×2／ 84.68 = 8.9（本／日） ＝ 5.00 / 8.90 ＝ 0.6 日 計算書番号 

P.7-18



薬　液　注　入　工 （二重管ストレーナ工法）単相式 （ 管径φ 250 ㎜ ）

No.1-7 下流坑口
[ Ｈ28-Bor.No.1 ]   [ １ ]  １本当り施工時間

１．薬液注入工 Ｔs ＝ Ｔ1 ＋ Ｔ2 ＋ Ｔ3 ＋ Ｔ4
　  ＝ 14.00 + 25.45 + 38.44 + 6.91

土 質 デ ー タ ② ＝ 84.80 （分／本）

層番号 土質種別 層　厚 Ｎ 値 注入部

第１層 粘性土 3.457 ( 1 ) 機械準備時間

第２層 粘性土 2.906 6 ※※※※※ Ｔ1 ＝ 14.00 （分／本）

第３層

第４層  ※ 土質別削孔延長 ( 2 ) 削孔時間

第５層 Ｔ2 ＝ Σ（γ１×Ｌ）

第６層 粘性土 ＝ 6.363 m

第７層 砂質土 ＝ 0.000 m 粘性土 ＝  6.363 × 4 ＝ 25.45

第８層 砂礫土 ＝ 0.000 m 砂質土 ＝  0.000 × 5 ＝ 0.00

第９層 計(Σιo) 6.363 m 砂礫土 ＝  0.000 × 8 ＝ 0.00

第10層

第11層 Ｔ2 ＝ 25.45 （分／本）

第12層  ※ １本当り注入量 ：Ｑs

第13層 ( 3 ) 注入時間

第14層     Ｑs ＝ 0.692 (kl/本) Ｔ3 ＝  Ｑs ÷ ｑs

第15層 ＝  692 ÷ 18

第16層 ＝ 38.44 （分／本）

第17層 　※ 注入本数

第18層 ( 4 ) 土被り引抜時間

第19層    　n = 5.00（ 本 ） Ｔ４＝ γ2 × Ｌ2
第20層 ＝  2.000 × 3.457

計 ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ長 6.363 注入長 2.906 ＝ 6.91 （分／本）

１） 薬液注入量 注入面積     A = 4.41 ( ㎡ ) 注入本数   n = 5（ 本 ） ←  n = A/1.0 土被り長   L2 = 3.457 ( m )

間隙率 注入面積 注入高 対称土量 注入充填率ａ（％） 注入量（K1）

土質 平均Ｎ値 ① ② ③ ④=②*③ ⑤ ⑥ ①*④*⑤ ①*④*⑥
（％） （ m

2
 ) L（m/本） V（ m

3
 ） 溶液形 懸濁形 溶液形 懸濁形   [ ２ ]  注入材料使用量

0～4 70 55 50

粘性土 4～8 60 4.408 2.906 12.810 50 45 3.459 １本当り注入量　：　Ｑs

8～15 50 30 25     Ｑs ＝ ( Ｖ×1000 )／n

0～10 50 80 70     　  ＝ ( 3.459 × 1000 )／ 5.00

砂質土 10～30 40 80 70     　  ＝     691.8 （ l／本）

30以上 30 70 60

10～30 50 80 70

礫質土 30～50 35 80 70

50以上 25 80 70

計 2.906 12.810 3.459

[ ３ ]  １日当り施工本数 [ ４ ]  施 工 日 数

   ２セット    ２ｾｯﾄ実日数

Ｎ ＝ 60*Ｈ*2/Ｔs ＝ 60×6.3×2／ 84.80 = 8.9（本／日）H=標準時間は6.3時間 ＝ 5.00 / 8.90 ＝ 0.6 日

   ２セット    ２ｾｯﾄ実日数

Ｎ ＝ 60*Ｈ*2/Ｔs ＝ 60×6.3×2／ 84.80 = 8.9（本／日） ＝ 5.00 / 8.90 ＝ 0.6 日 計算書番号 
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